
地域団体との連携講座事業 【千葉県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

千円１３5総事業費

千円６７交付金額

２事業番号

・千葉県の人口は、今後減少していくことが見込まれている。
・女性は出産・子育て期にいったん職場を離れる傾向がある（M字
カーブ）。

・男性も女性も仕事と家庭生活など、バランスのとれたライフスタイ
ルを希望しているが、理想と現実のギャップがある。

これらのことから、今後到来する人口減少社会において、経済社
会を活性化するためには、女性をはじめとする多様な人材の活躍
できる環境づくりが必要である。

女性就業率の増加が図られるとともに、健康増進と就業継続に寄与
し、女性活躍の促進が図られる。

男女共同参画を推進するため、県民意識の醸成や人材の養成を図る
ための各種講座のほか、大学や地域団体との連携により専門性・先
進性の高い、社会経済情勢に対応した講座を開催するとともに、発信
力強化を図る。

千葉県防犯協会
日本政策金融公庫

目標

実績

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業目標：事業参加者数 100名以上

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業実績：事業参加者数 39名

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業目標：事業参加者数 39名以上目標

更なる県民ニーズの分析・把握に努めるとともに、継続して当該講座
の周知を行い、より多くの参加者を募る。

「女性が働くこと」のみならず、女性のライフプランにも焦点を当て、地
域団体等と連携し、女性デジタル人材や女性起業家の育成、就労や
家庭などにつなげる相談等様々な支援を行う。



事業の概要

地域団体との連携講座を開催

『女性のための「自分の身は自分で守る、防犯と護身術」』（１１月２６日）

公益社団法人千葉県防犯協会・千葉県警本部「あおぼーし」と連携・協力し、犯罪
状況、対策などを解説いただき、護身術体験の開催をした。

（１）主 催 千葉県・公益社団法人千葉県防犯協会
協 力 千葉県警本部 よくし隊レディ「あおぼーし」

（２）会 場 千葉県男女共同参画センター
（３）内 容 ①講話「防犯協会の活動状況や課題について」

（公益社団法人 千葉県防犯協会）
電話で詐欺の被害件数状況などから、被害にあわないための対策
や、電話機能の紹介。性犯罪の法律の一部改正について、解説。

②講話「女性のための防犯ポイント『あおぼーし』
（千葉県警本部 よくし隊 あおぼーし）

防犯ポイント『あ・お・ぼ・ー・し』の説明。
常日頃からの被害を防ぐためのアドバイスやDV気質のチェックなど、
詳しくお話していただいた。

③実技「２人１組で護身術」
人間の身体の作りを利用し、相手からの逃げる技を学んだ。
学んだことを練習し、逃げる意識を持つことが大事。



事業の概要

地域団体連携講座（日本政策金融公庫との連携事業）

『めざせ開業！起業プラン作り』（１２月７日・１４日）

（１）主 催 千葉県・日本政策金融公庫
（２）講 師 辻井 拓也

（日本政策金融公庫国民生活事業南関東創業支援センター所長）
（３）会 場 千葉県男女共同参画センター
（４）内 容 本格的に起業を目指す女性を対象に、開業の夢の実現に向けた

アイディア出しからビジネスプランの作成を学ぶための講座を、
日本政策金融公庫さんにご協力をいただき、開催。

① 講演：起業のビジョンとアイディア出し
② 講演：計画してみよう！収支と投資
(各日ともに講演終了後、個別相談会を実施)


